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宝
島
社
の
新
聞
広

告
が
話
題
を
呼
ん
で

い
る
。
５
月
11
日
付

全
国
紙
朝
刊
、
見
開

き
２
ペ
ー
ジ
に
わ
た

っ
て
「
ワ
ク
チ
ン
も
な
い
。
薬
も

な
い
。
タ
ケ
ヤ
リ
で
戰
え
と
い
う

の
か
。
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
、
政
治
に

殺
さ
れ
る
。」
と
過
激
な
文
字
が

躍
る
▼
政
権
に
は
「
言
い
訳
す
る

な
。
無
理
を
強
い
る
だ
け
で
、
な

に
ひ
と
つ
変
わ
ら
な
い
で
は
な
い

か
」
と
断
じ
、「
私
た
ち
は
騙
さ

れ
て
い
る
。
我
慢
大
会
は
も
う
終

わ
り
に
し
て
、
今
こ
そ
怒
り
の
声

を
あ
げ
る
べ
き
だ
」
と
ア
ジ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
飛
ば
す
。
小
泉
今
日
子

が
す
ぐ
さ
ま
賛
同
の
ツ
イ
ー
ト
を

発
信
す
る
と
、
こ
れ
に
〝
８
割
お

じ
さ
ん
〞
こ
と
西
浦
教
授
も
理
解

を
示
す
▼
小
気
味
の
良
さ
に
胸
が

す
く
の
は
彼
ら
だ
け
で
は
な
い
。

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

す
る
の
は
自
業
自
得
だ
」
と
考
え

る
日
本
人
の
割
合
は
11
・
５
％
。

中
国
の
４
・
８
％
や
ア
メ
リ
カ
の

１
％
な
ど
と
比
べ
て
突
出
し
て
高

い
と
い
う
。「
ま
ず
は
自
助
あ

り
、
つ
ぎ
共
助
、
三
、
四
が
な
く

て
五
に
公
助
」
の
教
え
が
着
実
に

実
を
結
び
つ
つ
あ
る
の
か
▼
宝
島

社
は
、
１
９
９
８
年
か
ら
企
業
と

し
て
社
会
に
伝
え
た
い
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
新
聞
広
告
で
世
の
中
に
伝
え

て
き
た
。
２
０
１
９
年
の
年
頭
広

告
「
う
そ
つ
き
は
戦
争
の
始
ま

り
」
も
衝
撃
だ
っ
た
。
油
に
ま
み

れ
た
海
鳥
の
閉
じ
る
こ
と
の
で
き

な
い
眼
は
忘
れ
ら
れ
な
い
。
商
品

で
は
思
い
が
伝
え
き
れ
な
い
の
だ

と
い
う
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
広

告
は
み
な
見
事
な
ま
で
に
秀
逸
な

作
品
に
仕
上
が
っ
て
い
る
▼
今
回

の
広
告
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
読

売
、
日
経
、
朝
日
の
３
紙
。
政
権

と
財
界
の
代
弁
紙
と
、
最
近
と
み

に
弱
腰
な
リ
ベ
ラ
ル
紙
に
対
し

て
、
メ
デ
ィ
ア
の
矜
持
を
示
せ
と

い
う
喝
！
も
感
じ
ら
れ
る 

（
九
）

２０２１年(令和３年)５月２５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１９７４号（１）
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今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
主張　コロナ禍での医療
減収補填は国の責任で ２面

研
面
究 ４面診内研より
肛門診察の勧め　

兵庫県知事選挙にあたって
開業保険医の重点要求（案） ３面

県
知
事
選
に
あ
た
り

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求（
案
）を
承
認

投稿募集！

県知事選挙県知事選挙
 「投票に行こう～私の思い～」 「投票に行こう～私の思い～」

　兵庫保険医新聞は、７月18日投開票予定の
兵庫県知事選挙にあたり、会員の先生方から
の投稿を募集することとなりました。地域医
療計画などの社会保障政策などの選挙の争点
について県政に臨むことなど、広く県知事選
挙に関するご投稿をお待ちしております。

字　数　600字以内　 締　切　７月５日（月）
送り先　E-mail：kuriyama-h@doc-net.or.jp
　　　　F A X：078-393-1820

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

日　時　６月20日（日）13時30分～
会　場　兵庫県保険医協会５Ｆ会議室　※例年と会場が異なります

•総会議事　13時30分～

•記念講演　15時20分～

「感染症と文明
 ～コロナ禍で問われる医療と社会」
　　長崎大学　熱帯医学研究所　環境医学部門
　　国際保健学分野　教授 山本　太郎先生

第 53 回総会第 53 回総会兵庫県保険医協会兵庫県保険医協会

　

協
会
理
事
会
は
４
月
24
日
、
兵
庫
県
知
事
選
挙
（
７
月
１
日
告
示
・

７
月
18
日
投
開
票
）
に
向
け
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

や
医
療
・
福
祉
制
度
の
拡
充
な
ど
、
県
政
の
転
換
を
求
め
る
「
開
業
保

険
医
の
重
点
要
求
（
案
）」
を
承
認
し
た
。
今
後
、
各
専
門
部
・
支
部

に
て
検
討
を
重
ね
て
要
求
を
汲
み
取
り
、
投
票
日
ま
で
内
容
を
充
実
さ

せ
る
と
と
も
に
、
こ
の
要
求
案
の
実
現
に
賛
同
す
る
予
定
候
補
者
へ
の

推
薦
を
検
討
す
る
。
以
下
に
承
認
し
た
要
求
案
を
掲
載
す
る
。

２
０
０
１
年
度
予
算
が
約
１
８
３

億
円
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
井
戸

県
政
下
２
０
２
０
年
度
予
算
は
約

97
億
円
と
ほ
ぼ
半
減
さ
せ
ら
れ

た
。
65
歳
か
ら
69
歳
ま
で
の
低
所

得
高
齢
者
に
対
し
て
医
療
費
の
１

割
を
助
成
す
る
老
人
医
療
費
助
成

は
、
20
年
間
で
５
回
に
分
け
て
徐

々
に
所
得
制
限
が
厳
し
く
さ
れ
、

２
０
１
６
年
度
に
は
廃
止
さ
れ

た
。
一
人
親
や
遺
児
を
対
象
と
す

る
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
も
削

減
さ
れ
続
け
、
２
０
０
４
年
度
に

は
約
15
億
円
あ
っ
た
予
算
は
２
０

２
０
年
度
で
は
約
４
億
円
に
、
対

象
者
も
11
万
人
か
ら
３
万
人
と
４

分
の
１
近
く
ま
で
減
少
さ
せ
ら
れ

た
。
各
自
治
体
が
力
を
入
れ
る
子

ど
も
医
療
費
助
成
制
度
で
も
、
井

戸
県
政
は
乳
幼
児
と
こ
ど
も
医
療

費
助
成
に
対
す
る
予
算
額
を
２
０

０
１
年
度
の
約
43
億
円
か
ら
２
０

２
０
年
度
に
は
約
40
億
円
と
削
減

し
て
い
る
。

　

ま
た
県
立
病
院
に
つ
い
て
も
、

県
は
県
下
各
地
で
統
廃
合
や
移
転

統
合
を
進
め
て
き
た
。
各
地
の
県

民
・
医
療
関
係
者
の
運
動
に
よ
っ

て
、
一
定
の
修
正
を
行
わ
せ
る
な

ど
の
成
果
も
あ
る
が
、
国
の
方
針

の
ま
ま
に
病
床
削
減
を
進
め
る
県

の
姿
勢
は
、
地
域
医
療
に
責
任
を

も
つ
姿
勢
と
は
言
い
が
た
い
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の
重
要
性

が
脚
光
を
浴
び
た
保
健
所
に
つ
い

て
も
、
兵
庫
県
は
２
０
０
４
年
度

に
25
カ
所
か
ら
13
カ
所
に
統
合
し

た
。
兵
庫
県
の
一
般
行
政
部
門
の

保
健
師
・
助
産
師
数
は
、
１
７
５

名
か
ら
１
３
５
名
に
削
減
。
こ
の

保
健
所
統
合
・
人
員
削
減
に
よ
っ

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

の
困
難
を
招
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
２
０
２
１
年
知

事
選
挙
を
下
記
の
要
求
実
現
の
絶

好
の
機
会
と
し
て
、
実
現
の
た
め

に
奮
闘
す
る
も
の
で
あ
る
。

 

（
３
面
に
つ
づ
く
）

は
じ
め
に

　

５
期
20
年
に
わ
た
る
井
戸
県
政

の
も
と
、
県
民
の
医
療
、
福
祉

は
、
行
財
政
構
造
改
革
の
名
で
削

減
さ
れ
つ
づ
け
て
き
た
。
福
祉
医

療
に
対
す
る
県
費
助
成
総
額
は
、

　

コ
ロ
ナ
禍
や
気
候
変
動
等
の
危
機
の
先
に
あ
る
べ
き
社
会
と
は
―

―
。
協
会
は
５
月
16
日
、
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
第
98

回
評
議
員
会
で
の
特
別
講
演
に
代
わ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
政
策
研
究
会
「
ポ

ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
を
ど
う
つ
く
る
か　

〜
人
新
世
の
『
資
本
論
』
〜
」

を
開
催
。
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
准
教
授
の
齋
藤
幸
平

氏
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
講
演
し
、
会
場
で
参
加
し
た
協
会
役
員
と
オ
ン
ラ

イ
ン
参
加
者
を
あ
わ
せ
て
86
人
が
参
加
し
た
。

　

齋
藤
氏
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
活

を
一
変
さ
せ
た
現
在
の
コ
ロ
ナ
禍

に
つ
い
て
、
人
類
に
よ
る
自
然
破

壊
が
、
新
種
の
ウ
イ
ル
ス
と
の
接

触
の
一
因
に
な
っ
た
と
、
資
本
主

義
の
も
と
で
の
乱
開
発
の
危
険
性

を
指
摘
し
た
。
一
方
で
、
今
後
ワ

ク
チ
ン
接
種
等
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
た
後
に
経
済
活
動
が

Ｖ
字
回
復
す
る
な
ど
で
、
こ
れ
ま

で
通
り
の
生
活
に
逆
戻
り
し
て
し

ま
う
と
、
過
去
に
経
験
し
た
よ
う

な
経
済
・
金
融
危
機
の
再
来
や
大

量
生
産
・
大
量
消
費
経
済
に
よ
る

Ｃ
Ｏ
２
大
量
排
出
で
の
気
候
変
動

の
危
機
も
い
っ
そ
う
高
ま
る
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

「
大
衆
の
ア
ヘ
ン
」

　

こ
う
し
た
危
機
に
対
し
て
、
政

府
や
企
業
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続

可
能
な
開
発
目
標
）
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投

資
を
政
策
に
組
み
込
み
、
環
境
問

題
に
対
す
る
責
任
を
果
た
し
て
い

Ｇ
ｓ
は
環
境
問
題
の
本
質
を
国
民

か
ら
遠
ざ
け
る
「
大
衆
の
ア
ヘ

ン
」
で
あ
る
と
批
判
し
た
。

　

新
技
術
開
発
に
よ
っ
て
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
削
減
す
べ
き
と
い
う
意
見

に
つ
い
て
も
同
様
に
、
こ
れ
ま
で

の
資
本
主
義
の
も
と
で
の
技
術
革

新
は
、
企
業
の
さ
ら
な
る
大
量
生

産
を
可
能
と
し
、
か
え
っ
て
商
品

の
消
費
量
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
増

加
す
る
と
解
説
。
さ
ら
に
、
新
技

術
に
必
要
な
レ
ア
ア
ー
ス
な
ど
の

金
属
の
産
地
が
、
一
部
の
発
展
途

上
国
に
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
先

進
国
が
そ
れ
ら
の
国
で
乱
開
発
を

進
め
る
と
い
う
、
国
家
間
で
の
新

た
な
収
奪
構
造
も
生
ま
れ
て
い
る

と
し
た
。

暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る

脱
成
長
社
会

　

一
方
で
大
量
の
Ｃ
Ｏ
２
を
排
出

す
る
先
進
国
の
国
民
が
豊
か
に
な

っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
多
数
は

企
業
に
よ
る
長
時
間
労
働
を
迫
ら

れ
余
暇
が
乏
し
い
と
い
う
、「
働

く
た
め
に
生
き
る
」
と
も
言
え
る

状
況
に
陥
り
、
か
え
っ
て
不
幸
に

な
っ
て
い
る
面
も
あ
る
と
指
摘
。

欧
米
の
20
〜
30
歳
代
の
若
い
世
代

か
ら
は
、
こ
う
し
た
資
本
主
義
社

会
の
シ
ス
テ
ム
か
ら
の
転
換
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
て
お
り
、
ア
メ

リ
カ
民
主
党
の
予
備
選
挙
や
イ
ギ

リ
ス
総
選
挙
で
は
、
格
差
を
な
く

し
公
正
な
分
配
を
主
張
す
る
候
補

者
が
若
年
層
か
ら
多
数
の
得
票
を

集
め
た
と
の
結
果
を
紹
介
。
経
済

成
長
の
た
め
の
長
時
間
労
働
を
強

い
る
の
で
は
な
く
、
趣
味
や
友

人
、
家
族
と
の
時
間
を
重
視
し

た
、
よ
り
平
等
・
自
由
・
公
正
な

社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の
転
換
を
求
め

る
声
が
高
ま
っ
て
お
り
、
こ
れ
こ

そ
が
「
脱
成
長
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ズ
ム
」
と
呼
べ
る
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

社
会
の
あ
り
方
だ
と
訴
え
た
。

る
よ
う
に
見
せ

か
け
て
い
る

が
、
す
で
に
地

球
温
暖
化
に
よ

る
気
候
変
動

は
、
地
球
規
模

で
Ｃ
Ｏ
２

排
出

ゼ
ロ
を
実
現
し

な
け
れ
ば
取
り

返
し
の
つ
か
な

い
状
況
に
ま
で

追
い
込
ま
れ
て

い
る
と
指
摘
。

消
費
者
で
対
応

可
能
な
リ
サ
イ

ク
ル
や
リ
ユ
ー

ス
な
ど
の
「
一

人
ひ
と
り
の
小

さ
な
ア
ク
シ
ョ

ン
」
で
は
気
候

危
機
か
ら
は
逃

れ
ら
れ
な
い
と

解
説
し
、
Ｓ
Ｄ

齋
藤
幸
平
准
教
授
（
右
写
真
）

が
脱
成
長
コ
ミ
ュ
ニ
ズ
ム
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
解
説
し
、
86
人
が

参
加
・
視
聴
し
た
（
下
）　
　

政策研究会　「人新世の『資本論』」で話題の齋藤幸平氏が講演

収奪をなくす社会収奪をなくす社会へへ転換転換をを

２
０
２
１
年
兵
庫
県
知
事
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求
（
案
）
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核兵器禁止条約が１月に発効――

唯一の戦争被爆国
日本政府に

核兵器禁止条約の署名・批准を
求める署名にご協力ください

署名用紙のご注文は、☎078－393－1807まで

　全国保険医団体連合会（保団連）は、いのち
と健康を守る医師・歯科医師の団体として、核
兵器のない世界を実現するために、「唯一の戦
争被爆国日本政府に核兵器禁止条約の署名・批
准を求める署名」に取り組んでいます。兵庫協
会でも保団連の提起を受け、同署名に取り組む
ことを決定いたしました。先生におかれまして
も、ぜひご協力いただけますようお願い申し上
げます。同封の署名用紙に、先生ご自身および
ご家族・スタッフの皆さんにご署名いただき、
同封の返信用封筒でご返送ください。

医
院
継
承

◇
所
在
地　

神
戸
市
内

◇
標
榜
科　

精
神
科

◇
面
積　

１
階
１
０
０
㎡

◇
敷
金
礼
金
な
し

◇
委
細
面
談
の
上

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078
―
393
―
１

８
０
１　

協
会
事
務
局
・
藤
田
ま
で

歯
科
医
師

◇
勤
務
先　

明
石
市
松
の
内
２
―
７
―

３
・
ゆ
た
に
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

◇
複
数
年
の
経
験
が
あ
り
、
一
般
診
療

が
行
え
る
方

◇
勤
務
医
と
し
て
長
く
働
き
た
い
方

◇
月
収
60
万
円
以
上
可
能
。
ま
ず
は
見

学
か
ら
ど
う
ぞ

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078
―
927
―
１

５
６
５　

油
谷
ま
で

　Zoom視聴のお申し込みは、yamada-t@doc-net.or.jpまで、メールの
件名を「６/３在宅医療研究会Zoom視聴」とし、本文に①医療機関名、
②氏名、③電話番号を記載の上、送信してください。
 来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

ACP（アドバンス ケア プランニング）
～基本的な考え方と地域緩和ケアにおける「人生会議」～

第40回在宅医療研究会

日　時　６月３日（木）18時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　灘区・ホームホスピス関本クリニック院長　関本剛先生
会場定員　30人

日　時　６月12日（土）17時～
会　場　 協会５階会議室（※講師は来場せず現地からZoomによる講演とな

ります。会員の先生方には可能な限りZoomによるオンライン視聴
をお願いしておりますが、インターネット環境やその他の理由で
Zoom視聴が困難な場合はご来場ください）

講　師　札幌医科大学　総合診療医学講座　　佐藤　健太先生
参加費　無料

第574回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

Zoom視聴希望者は、yamakawa-t@doc-net.or.jpへ、メールの件名を
「６月診内研Zoom視聴」とし、本文に①医療機関名、②お名前、③電話
番号を記載の上、送信してください。
 来場参加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

誤嚥性肺炎を深く正しく診る

わ
ず
か
、
計
画
性
を
持
っ
た
広

範
囲
な
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
や
速

や
か
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
で
き

て
い
な
い
。
対
応
が
後
手
後
手

に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
現
状

に
加
え
、
変
異
株
感
染
が
急
速

に
広
が
っ
て
い
る
。
都
市
部
で

の
医
療
崩
壊
に
歯
止
め
が
か
か

ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
医
療

の
高
度
化
や
超
高
齢
社
会
に
対

応
し
た
マ
ン
パ
ワ
ー
の
育
成

を
、
医
療
費
抑
制
の
た
め
に
政

府
が
意
図
的
に
抑
制
し
て
き
た

こ
と
が
背
景
に
あ
る
。
保
健
所

の
機
能
不
全
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
る
が
、
政
府
は
こ

の
20
年
間
保
健
所
の
数
を
７
０

６
↓
４
６
９
、
保
健
所
の
医
師

と
し
て
の
医
療
の
提
供
は
、
政

府
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
べ
き

重
要
な
事
柄
で
あ
る
の
は
当
然

で
あ
る
。
災
害
に
よ
っ
て
そ
の

運
用
が
危
機
に
陥
っ
た
時
は
直

ち
に
政
府
が
責
任
を
も
っ
て
迅

速
に
対
応
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

今
回
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

政
府
の
医
療
政
策
の
問
題
点
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
や
、
社
会

保
障
・
医
療
の
担
い
手
で
あ
る

医
療
機
関
、
医
療
者
の
必
要
性

を
改
め
て
再
確
認
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
痛
感
し
た
。
そ
れ
を

ふ
ま
え
て
、
兵
庫
協
会
で
は
新

た
な
政
策
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
『
今

こ
そ
医
療
費
抑
制
政
策
の
転
換

を
』
を
作
成
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
医
療
崩
壊
の
原
因
に
つ

い
て
迫
る
内
容
で
あ
り
、
先
生

方
に
ご
一
読
い
た
だ
き
た
い
。

（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
６
月
中
に

先
生
方
に
お
届
け
す
る
予
定
）

も
医
療
法
等
改
定
案
＝
〝
病
床

削
減
推
進
法
案
〞
を
自
民
党
、

公
明
党
、
維
新
の
会
、
国
民
民

主
党
の
賛
成
で
成
立
さ
せ
よ
う

と
し
て
い
る
。

　

医
療
現
場
は
す
で
に
大
混
乱

状
態
で
、
一
次
医
療
か
ら
三
次

医
療
ま
で
必
死
に
な
っ
て
対
応

し
て
い
る
が
、
保
険
収
入
は
大

べ
き
と
主
張
す
る
。
そ
の
た

め
、
か
つ
て
の
大
震
災
時
の
よ

う
に
、
前
年
並
み
の
医
療
費
で

の
〝
概
算
請
求
〞
に
よ
る
〝
減

収
補
填
〞
を
求
め
て
い
る
。

国
民
へ
の
医
療
提
供
は

国
の
責
任

　

憲
法
25
条
に
基
づ
く
公
共
財

数
２
１
１
０
人
↓
９
０
７
人
、

保
健
所
の
臨
床
検
査
技
師
数
を

２
０
５
４
人
↓
７
０
１
人
に
減

ら
し
て
き
た
。
加
え
て
現
在
推

し
進
め
ら
れ
て
い
る
〝
地
域
医

療
計
画
〞
で
は
２
０
２
５
年
度

ま
で
に
約
14
万
床
削
減
す
る
と

し
て
い
る
。
さ
ら
に
驚
く
こ
と

に
政
府
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で

き
く
落
ち
込
み
、
医
療
従
事
者

に
も
影
響
が
出
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
患
者
の
入
院
医
療
を
行
っ
た

病
院
の
４
割
で
、
ボ
ー
ナ
ス
が

カ
ッ
ト
さ
れ
て
い
る
。

　

協
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る

減
収
は
医
療
経
営
を
怠
っ
た
か

ら
で
は
な
く
、「
災
害
」
時
の

対
応
の
結
果
と
し
て
と
ら
え
る

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の

猛
威
が
収
ま
ら
な

い
。
自
粛
を
要
請

す
る
の
に
補
償
は

コ
ロ
ナ
禍
で
の
医
療

減
収
補
填
は
国
の
責
任
で

　厚労省「新型コロナウイルス感染
症に係る診療報酬上の臨時的な取扱
いについて」その43（４/30）、その
46（５/11）より抜粋・一部改変

Ｑ１　介護医療院または介護老人保
健施設（以下、「介護医療院等」）も
しくは地域密着型介護老人福祉施設
または介護老人福祉施設（以下、
「介護老人福祉施設」）に入所する
者が新型コロナウイルス感染症に感
染した場合であって、病床ひっ迫時
に、やむを得ず当該施設内での入所
を継続し療養を行う場合について、
以下の①～③は算定できるか。
①当該患者またはその看護に当たっ
ている者からの新型コロナウイルス
感染症に関連した訴えにより、緊急
に求められ、医師が速やかに往診し
なければならないと判断し、介護老
人福祉施設の配置医師または介護医
療院等の併設保険医療機関の医師が
これを行った場合の、緊急往診加
算。
②必要な感染予防策を講じた上で、
介護老人福祉施設の配置医師または
介護医療院等の併設保険医療機関の
医師が往診等を実施する場合の、院
内トリアージ実施料。
③介護老人福祉施設の配置医師また
は介護医療院等の併設保険医療機関
もしくは併設保険医療機関以外の保
険医療機関の医師が酸素療法に関す
る指導管理を行った場合の、在宅酸
素療法指導管理料２「その他の場
合」（2,400点）。
Ａ１　①②原則として初・再診料、
往診料は別に算定できませんが、緊
急往診加算と院内トリアージ実施料
は算定できます。院内トリーアジ実

施料については、「新型コロナウイ
ルス感染症（COVID-19）診療の手
引き」に従い、院内感染防止等に留
意した対応を行うことが必要です。
　③在宅酸素療法指導管理料２「そ
の他の場合」（2,400点）は算定でき
ます。ただし、当該管理料は複数の
保険医療機関が当該患者に対して診
療を行っている場合であっても、当
該患者に対して主として診療を行っ
ている保険医が属する一つの保険医
療機関において算定します。なお、
在宅療養指導管理材料加算について
は、要件を満たせば従来通り算定で
きます。
Ｑ２　自院に通院している患者が他
の医療機関等において市町村の予防
接種実施計画等に基づき新型コロナ
ワクチンの接種を受けるにあたり、
当該他の医療機関等より診療情報提
供を求められ、患者の同意を得て、
診療状況を示す文書を添えて必要な
情報を提供した場合、診療情報提供
料（Ⅰ）を算定できるか。
Ａ２　注２に掲げる市町村とみな
し、診療情報提供料（Ⅰ）が算定で
きます。その場合、「別紙様式11」、
「別紙様式11の２」またはこれらに
準じた様式の文書を用いてることが
できます。
Ｑ３　在宅療養中の患者であって、
疾病、傷病のために通院による療養
が困難な者に対して、保険医療機関
の保険医が訪問診療を行った日と同
一日に、市町村との委託契約に基づ
き、新型コロナワクチンの接種に係
る診療等を実施した場合、訪問診療
に対して在宅患者訪問診療料（Ⅰ）
または（Ⅱ）は算定できるか。
Ａ３　算定できます。

医科保険請求

〈新型コロナウイルス感染症 診療報酬上の臨時的取扱い〉

〒650-0026　神戸市中央区古湊通１丁目２番（ISRビル）
（業務案内）TEL　0120-366-761

アウトソーシング サポート グループISR

信頼・向上 そして社会貢献50 th

社会保険労務士

I S R梨本
合同会社（LLC法人）

ISRパーソネル
株式会社

アイ・エス・アール
働き方改革策定
労働条件・ハラスメント

副業推進支援
人材紹介・リーダー育成

公的保険データ分析
レセプト管理・マイナンバー

経 営 者 会 議
労働保険事務組合

ISR e-Sports
シニア躍動・共生社会

ISRサテライトオフィス
ウェブ会議・リモートワーク

ISRグループ 検索

署
名
用
紙
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１
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
国
に
求

め
る
こ
と

　

多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
今
も

闘
病
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
対
し
、
政
府
は
、
緊
急
事
態
宣

言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
な

ど
を
発
令
し
、
多
く
の
国
民
や
商

業
主
に
我
慢
を
強
い
る
ば
か
り

で
、
医
療
提
供
体
制
の
抜
本
的
増

強
や
、
国
民
生
活
の
安
定
の
た
め

の
所
得
保
障
な
ど
に
は
背
を
向
け

続
け
て
い
る
。

　

県
は
こ
う
し
た
政
府
に
対
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
患

者
の
治
療
や
観
察
の
た
め
の
医
療

機
関
の
機
能
分
化
の
推
進
や
第
一

線
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
患
者
の
振
り
分
け
や
通
常
医
療

の
提
供
を
継
続
す
る
診
療
所
等
に

対
す
る
減
収
補
填
を
強
く
求
め
る

べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
禍
を
理
由
と
し
た
解
雇
や
雇

い
止
め
で
経
済
的
に
困
窮
す
る
国

民
の
所
得
を
保
証
す
る
制
度
や
経

営
危
機
に
瀕
す
る
中
小
零
細
事
業

主
に
対
す
る
営
業
補
償
を
行
う
よ

う
強
く
求
め
る
べ
き
で
あ
る
。

２
、
患
者
負
担
増
や
医
療
供
給
体

制
の
縮
小
な
ど
医
療
保
険
制
度
改

悪
に
反
対
す
る
こ
と

　

政
府
は
、
医
療
費
抑
制
の
た
め

に
、
患
者
負
担
増
を
さ
ら
に
推
進

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
受
診
時
定

額
負
担
導
入
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
薬
の
保
険

は
ず
し
な
ど
は
患
者
の
必
要
な
受

診
を
抑
制
す
る
も
の
で
あ
り
、
断

じ
て
許
さ
れ
な
い
。
県
は
、
こ
う

し
た
患
者
負
担
増
の
医
療
改
悪
に

断
固
反
対
す
べ
き
で
あ
る
。

　

ま
た
、
政
府
は
医
療
提
供
体
制

の
縮
小
も
さ
ら
に
推
進
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
地
域
医
療
構
想
実
現

の
た
め
に
、
病
院
の
統
廃
合
に
消

費
税
財
源
を
利
用
す
る
と
し
て
い

る
他
、
医
師
の
長
時
間
労
働
を
容

認
す
る
法
案
を
成
立
さ
せ
、
医
学

部
定
員
拡
大
に
よ
る
抜
本
的
な
医

師
不
足
解
消
に
背
を
向
け
て
い

る
。
県
は
、
こ
れ
ら
の
政
策
に
断

固
反
対
し
、
地
域
に
十
分
な
病
床

や
医
師
を
確
保
す
る
よ
う
国
に
働

き
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

３
、
大
企
業
や
富
裕
層
の
応
分
の

負
担
で
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
、

所
得
再
分
配
機
能
を
強
化
す
る
よ

う
求
め
る
こ
と

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
世

界
中
で
効
率
至
上
主
義
や
市
場
原

理
主
義
の
弊
害
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
政
府
は

相
変
わ
ら
ず
政
策
理
念
と
し
て

「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
を
掲

げ
、
国
民
に
自
己
責
任
を
押
し
付

け
て
い
る
。
一
方
で
、
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
へ
の
執
着
な
ど
一
部
大

企
業
へ
の
利
益
供
与
に
は
余
念
が

な
い
。

　

こ
う
し
た
政
治
を
抜
本
的
に
転

換
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て

も
内
部
留
保
を
増
加
さ
せ
て
い
る

大
企
業
に
対
す
る
法
人
税
増
税

や
、
富
裕
層
へ
の
増
税
な
ど
、
応

能
負
担
の
原
則
に
基
づ
い
た
財
源

を
確
保
し
、
社
会
保
障
制
度
を
抜

本
的
に
拡
充
し
、
国
民
生
活
に
安

定
と
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
よ
う
政

府
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
あ
る
。

４
、
国
民
監
視
に
道
を
ひ
ら
く
デ
ジ
タ

ル
改
革
を
改
め
る
よ
う
求
め
る
こ
と

　

政
府
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
混
乱
を
、「
デ
ジ

タ
ル
化
」
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と

が
原
因
だ
と
し
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
の
導
入
な
ど
に
よ
る
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
を
は
じ
め

と
し
た
デ
ジ
タ
ル
改
革
を
進
め
よ

う
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
政
府

が
成
立
さ
せ
た
デ
ジ
タ
ル
改
革
関

連
法
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

そ
の
目
的
は
国
民
の
資
産
を
く
ま

な
く
把
握
し
、
負
担
増
を
さ
ら
に

進
め
る
と
と
も
に
、
国
民
の
健
康

情
報
な
ど
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
を

民
間
企
業
に
売
り
渡
し
、
国
民
に

対
す
る
社
会
保
障
給
付
を
削
減

し
、
替
わ
っ
て
各
種
サ
ー
ビ
ス
を

市
場
で
調
達
さ
せ
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
国

民
の
個
人
情
報
を
国
家
が
集
中
管

理
す
る
こ
と
で
監
視
社
会
化
を
一

層
強
め
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
県
は
こ
れ
ら
に
反
対
し
、
県

民
の
個
人
情
報
を
保
護
し
、
県
民

の
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を

確
立
す
べ
く
政
府
に
働
き
か
け
る

べ
き
で
あ
る
。

５
、
原
発
・
石
炭
火
発
ゼ
ロ
を
め

ざ
し
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
め
ざ
す
こ
と

　

史
上
最
悪
の
被
害
を
も
た
ら
し

た
福
島
第
１
原
発
事
故
は
、
未
だ

収
束
し
た
と
は
言
い
難
く
事
故
原

因
の
検
証
も
不
十
分
な
中
で
、
原

発
の
再
稼
働
は
断
じ
て
容
認
で
き

な
い
。
県
の
一
部
が
50
㎞
圏
内
と

な
る
福
井
県
の
原
発
の
再
稼
働
に

反
対
し
、
全
原
発
を
廃
炉
に
す
る

道
に
踏
み
出
す
よ
う
求
め
る
こ

と
。
同
時
に
、
２
０
５
０
年
に
Ｃ

Ｏ
２
排
出
実
質
ゼ
ロ
の
目
標
を
実

現
す
る
た
め
、
県
内
の
石
炭
火
発

の
新
増
設
を
認
め
ず
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
促
進
す

る
こ
と
。

６
、
災
害
被
災
者
の
生
活
復
興
を

支
援
す
る
こ
と

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
26

年
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
年
と

な
る
が
、
未
だ
被
災
者
の
生
活
再

建
は
ま
ま
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の

大
震
災
以
来
続
く
、「
創
造
的
復

興
」
に
名
を
借
り
た
被
災
者
の
生

活
再
建
と
か
け
離
れ
た
大
型
公
共

開
発
路
線
を
改
め
、
被
災
者
生
活

再
建
支
援
法
の
抜
本
的
充
実
を
行

う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
兵
庫
県

内
で
行
わ
れ
て
い
る
借
り
上
げ
復

興
住
宅
か
ら
の
被
災
者
の
追
い
出

し
を
や
め
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

７
、
憲
法
を
守
り
、
社
会
保
障
を

基
盤
と
し
た
県
政
を
め
ざ
す
こ
と

　

国
民
主
権
、
平
和
主
義
、　

基

本
的
人
権
の
尊
重
を
原
則
と
す
る

現
憲
法
の
改
悪
は
、
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
。
憲
法
第
９
条
、
第
25
条

は
、
社
会
保
障
の
基
盤
で
あ
り
、

国
民
皆
保
険
制
度
の
土
台
で
あ

る
。
憲
法
25
条
の
実
現
を
め
ざ
す

こ
と
を
強
く
求
め
る
こ
と
。

る
こ
と

①
高
齢
期
移
行
者
医
療
助
成
制
度

を
充
実
さ
せ
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
は
１
割
負
担
と
な
る
よ
う
医
療

保
険
制
度
と
の
差
額
を
助
成
す
る

こ
と

②
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
の
所

得
制
限
を
、
児
童
扶
養
手
当
の
一

部
支
給
の
所
得
制
限
ま
で
緩
和
す

る
こ
と

③
入
院
給
食
費
助
成
を
復
活
す
る

こ
と

④
こ
ど
も
医
療
費
は
、
県
下
市
町

の
努
力
で
そ
の
９
割
が
中
学
３
年

生
ま
で
自
己
負
担
を
無
料
に
し
て

い
る
。
市
町
ま
か
せ
で
な
く
、
県

の
責
任
で
「
中
３
ま
で
無
料
」
を

実
現
す
る
こ
と
。
さ
ら
に
高
校
３

年
生
ま
で
無
料
を
め
ざ
す
こ
と

⑤
福
祉
医
療
対
象
者
の
薬
局
に
お

け
る
患
者
負
担
を
廃
止
す
る
こ
と

⑥
国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
を
引

き
下
げ
る
と
と
も
に
、
市
町
に
不

当
な
差
し
押
さ
え
を
行
わ
せ
な
い

よ
う
に
す
る
こ
と

⑦
妊
産
婦
健
診
助
成
を
拡
充
す
る

こ
と

⑧
歯
科
検
診
と
妊
産
婦
歯
科
検
診

を
、
ど
の
歯
科
医
院
で
も
無
料
で

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

⑨
予
防
接
種
事
業
は
原
則
無
料
と

し
、
全
員
が
平
等
に
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と

⑩
介
護
保
険
制
度
の
保
険
料
・
利

用
料
に
つ
い
て
独
自
の
減
免
制
度

を
も
う
け
る
こ
と

⑪
介
護
保
険
制
度
に
か
か
わ
る
マ

ン
パ
ワ
ー
を
増
員
し
、
同
時
に
待

遇
を
改
善
す
る
こ
と

⑫
生
活
保
護
等
福
祉
受
給
者
を
監

視
し
た
り
、
差
別
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と

３
、
公
的
医
療
機
関
の
機
能
を
充

実
す
る
こ
と

①
阪
神
北
準
圏
域
で
の
３
次
救
急

を
担
う
医
療
機
関
を
確
保
す
る
こ

と②
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
の
建
替
に

あ
た
っ
て
病
床
削
減
を
行
わ
な
い

２
０
２
１
年
兵
庫
県
知
事
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

２
０
２
１
年
兵
庫
県
知
事
選
挙
に
あ
た
っ
て
の

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求

開
業
保
険
医
の
重
点
要
求（
案
）

（
案
）

こ
と

③
北
播
磨
圏
域
に
広
域
こ
ど
も
急

病
セ
ン
タ
ー
や
地
域
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
を
整
備
す
る
こ
と

④
西
播
磨
準
圏
域
で
の
救
急
医
療

体
制
の
確
保
を
行
う
こ
と

⑤
県
立
丹
波
医
療
セ
ン
タ
ー
の
高

度
急
性
期
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

⑥
県
立
病
院
は
引
き
続
き
県
立
・

県
営
で
運
営
す
る
こ
と

⑦
県
立
病
院
を
は
じ
め
地
域
医
療

を
支
え
る
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

を
国
に
求
め
る
こ
と

⑧
地
域
医
療
構
想
を
見
直
し
、
今

後
の
新
興
感
染
症
等
に
対
応
で
き

る
よ
う
余
裕
を
持
っ
た
計
画
と
す

る
こ
と

⑨
保
健
医
療
計
画
や
地
域
医
療
構

想
に
救
急
対
応
後
の
後
送
病
院
や

在
宅
医
療
を
支
援
す
る
病
院
の
確

保
を
圏
域
ご
と
に
盛
り
込
む
こ
と

⑩
県
立
病
院
の
職
員
削
減
計
画
を

や
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金

を
増
額
す
る
こ
と
。
医
療
従
事
者

の
勤
務
条
件
を
改
善
す
る
こ
と

⑪
公
立
病
院
の
強
引
な
統
廃
合
を

や
め
、
医
療
関
係
者
と
住
民
、
地

元
行
政
の
合
意
を
尊
重
す
る
こ
と

⑫
先
端
医
療
開
発
を
理
由
と
し

た
、
メ
デ
ィ
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
や

混
合
診
療
に
道
を
開
く
施
策
は
行

わ
な
い
こ
と

⑬
地
域
医
療
を
充
実
さ
せ
る
た

め
、
県
立
病
院
を
始
め
地
域
医
療

を
担
う
医
師
や
医
療
従
事
者
を
増

員
す
る
こ
と
。
県
は
僻
地
医
療
を

担
う
医
師
の
配
置
に
責
任
を
持
つ

こ
と

⑭
県
立
病
院
に
歯
科
・
口
腔
外
科

を
整
備
す
る
こ
と

４
、
開
業
保
険
医
が
安
心
し
て
診
療

に
専
念
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

①
保
険
診
療
に
関
す
る
監
督
責
任

の
あ
る
県
と
し
て
、
次
の
こ
と
に

留
意
す
る
こ
と
。
審
査
・
指
導
は

「
行
政
手
続
法
」
の
趣
旨
に
も
と

づ
き
行
わ
せ
る
こ
と
。
主
治
医
の

裁
量
権
を
尊
重
し
、
医
学
・
医
療

内
容
を
無
視
し
た
経
済
審
査
や
強

権
的
指
導
・
監
査
を
是
正
す
る
こ

と
。
事
務
職
員
に
よ
る
医
療
内
容

の
点
検
関
与
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の

民
間
委
託
は
や
め
さ
せ
る
こ
と

②
医
療
廃
棄
物
処
理
に
つ
い
て
公

費
助
成
を
行
う
こ
と

③
看
護
師
・
助
産
師
・
介
護
福
祉

士
の
不
足
を
解
消
す
る
た
め
の
施

策
を
実
施
す
る
こ
と

④
県
下
全
自
治
体
に
歯
科
検
診
・

予
防
活
動
の
セ
ン
タ
ー
と
な
る
口

腔
衛
生
セ
ン
タ
ー
を
設
立
す
る
こ

と⑤
県
立
の
歯
科
技
工
士
学
校
を
再

度
整
備
す
る
と
と
も
に
、
適
切
な

助
成
等
を
行
い
歯
科
技
工
士
養
成

に
力
を
入
れ
る
こ
と

⑥
安
心
・
安
全
の
歯
科
技
工
物
を

県
民
に
供
給
す
る
た
め
、
歯
科
技

工
所
に
対
す
る
財
政
措
置
を
と
る

こ
と

⑦
２
０
１
８
年
に
兵
庫
県
議
会
で

採
択
さ
れ
た
「
歯
科
保
健
医
療
の

一
層
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書
」

の
趣
旨
を
引
き
続
き
国
に
要
請
す

る
こ
と

５
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
要
求

①
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
改

正
を
ふ
ま
え
、
阪
神
・
淡
路
大
震

災
被
災
者
の
暮
ら
し
再
建
・
救
済

の
た
め
に
特
例
措
置
を
講
ず
る
こ

と②
現
段
階
で
返
済
で
き
な
い
災
害

援
護
資
金
、
各
種
震
災
関
連
融
資

の
返
済
を
免
除
す
る
こ
と

③
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法
の
支

援
限
度
額
引
き
上
げ
、
半
壊
・
一

部
損
壊
世
帯
・
住
宅
店
舗
へ
の
適

用
拡
大
、
災
害
規
模
に
よ
る
適
用

条
件
の
廃
止
を
国
に
求
め
る
こ
と

④
借
り
上
げ
住
宅
の
契
約
期
間
を

延
長
し
、
希
望
者
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と

⑤
民
間
医
療
機
関
の
耐
震
診
断
、

耐
震
補
強
に
助
成
す
る
こ
と

⑥
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
に
対
す

る
防
災
対
策
を
強
め
る
こ
と

６
、
不
必
要
な
公
共
事
業
や
環
境

破
壊
を
や
め
る
こ
と

①
神
戸
空
港
や
交
流
の
翼
港
（
淡

路
）、
広
畑
地
区
大
深
度
岸
壁

（
姫
路
）
な
ど
無
駄
な
公
共
事
業

へ
の
支
出
を
抜
本
的
に
見
直
す
こ

と②
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
お
け
る

解
体
工
事
に
よ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
吸

引
な
ど
、
ア
ス
ベ
ス
ト
を
曝
露
し

た
人
の
実
態
調
査
を
長
期
間
に
わ

た
っ
て
行
い
、
住
民
へ
の
啓
発
活

動
を
強
め
る
と
と
も
に
、
被
害
者

を
救
援
す
る
こ
と
。
ア
ス
ベ
ス
ト

を
含
む
建
物
の
解
体
工
事
な
ど
に

対
し
て
、
厳
し
く
監
視
す
る
こ
と

③
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
の
取
り
組

み
を
強
化
す
る
こ
と
。
温
室
効
果

ガ
ス
の
排
出
量
が
多
い
石
炭
火
力

発
電
所
の
新
増
設
は
認
め
な
い
こ

と④
高
機
能
道
路
や
幹
線
道
路
整
備

に
つ
い
て
、
住
民
の
納
得
と
合
意

を
尊
重
し
、
環
境
破
壊
と
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と

７
、
県
民
の
く
ら
し
と
平
和
、
民

主
主
義
を
守
る
こ
と

①
非
核
自
治
体
宣
言
を
行
う
こ
と

②
日
本
政
府
に
対
し
核
兵
器
禁
止

条
約
の
署
名
・
批
准
を
求
め
る
こ

と③
オ
ス
プ
レ
イ
を
含
む
米
軍
機
の

訓
練
飛
行
や
京
都
府
北
部
に
設
置

さ
れ
た
米
軍
の
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ

ー
の
電
波
に
よ
り
兵
庫
県
北
部
の

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
運
行
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
、
政
府
や
米
軍
に

申
し
入
れ
等
を
行
う
な
ど
必
要
な

措
置
を
と
る
こ
と

④
日
米
地
位
協
定
を
見
直
し
、
オ

ス
プ
レ
イ
配
備
や
辺
野
古
新
基
地

の
建
設
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、

過
剰
な
基
地
負
担
を
抱
え
る
沖
縄

県
民
に
連
帯
の
意
思
を
表
明
す
る

こ
と

　

重
点
要
求
案
に
つ
い
て
は
、
内

容
を
よ
り
充
実
さ
せ
る
よ
う
、
各

支
部
・
専
門
部
で
も
日
々
議
論
を

重
ね
て
い
ま
す
。
会
員
の
先
生
方

も
、
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま
で

意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

協
会
理
事
会
が
４
月
24
日
に
承
認
し
た
、
県
知
事
選
挙
に
あ
た

っ
て
の
開
業
保
険
医
の
重
点
要
求
案
全
文
を
掲
載
す
る
（
１
面
の

つ
づ
き
）。

Ⅰ
、
国
政
の
重
要
課
題
に
つ
い
て

Ⅱ
、
県
民
の
生
活
と
安
全
を
守
る
県
政
に

１
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
か
ら
県
民
を
守
る
た
め
の
対
策

を
充
実
さ
せ
る
こ
と

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
に
対
し
て
、
重
症
度
等
に
応

じ
て
最
適
な
療
養
環
境
を
十
分
に

提
供
で
き
る
よ
う
県
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
で
各
医
療
機
関
等
療
養
施

設
の
機
能
分
化
を
行
う
と
と
も

に
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
公
立
・
公

的
医
療
機
関
の
人
的
資
源
を
柔
軟

に
配
置
す
る
こ
と

②
通
常
の
医
療
提
供
に
支
障
を
き

た
さ
な
い
よ
う
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
患
者
を
受
け
入
れ
て

い
な
い
民
間
医
療
機
関
も
含
め

て
、
受
診
抑
制
等
に
よ
る
減
収
を

補
填
す
る
よ
う
国
に
求
め
る
と
と

も
に
、
県
独
自
の
制
度
を
創
設
す

る
こ
と

③
医
療
機
関
等
の
感
染
防
止
に
係

る
経
費
に
つ
い
て
十
分
な
保
障
を

国
に
求
め
る
と
と
も
に
、
県
独
自

の
制
度
を
創
設
す
る
こ
と

④
医
療
従
事
者
や
介
護
従
事
者
を

初
め
と
し
て
、
希
望
者
が
定
期
的

に
公
費
に
よ
り
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
受

け
ら
れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

⑤
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
担
う
医
療
機

関
や
医
療
関
係
者
が
混
乱
を
き
た

さ
な
い
よ
う
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
接
種
ス
キ
ー
ム
等
を
早
急
に
策

定
し
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と

⑥
業
種
・
業
態
・
規
模
に
合
わ
せ

て
営
業
時
間
の
短
縮
や
休
業
に
対

す
る
補
償
を
き
め
細
か
く
実
施

し
、
ま
ん
延
防
止
措
置
等
の
実
効

性
を
あ
げ
る
こ
と

⑦
新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
と
し
た

解
雇
や
雇
い
止
め
に
対
し
て
所
得

の
補
償
を
行
う
よ
う
政
府
に
求
め

る
と
と
も
に
、
県
独
自
の
制
度
を

創
設
す
る
こ
と

２
、
医
療
・
福
祉
制
度
を
拡
充
す
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所沢市・所沢肛門病院　院長　　栗原　浩幸先生講演

肛門診察の勧め

罹患率の高い肛門疾患
　「日本人の半分は痔主である」と
いうように、肛門疾患の罹患率は高
い。肛門科医でなくとも医師をはじ
めとする医療従事者は、患者や知人
などから相談を受けることも多いの
ではないだろうか。
　肛門の病気は自分で見ることがで
きないのでネットで調べることが難
しく、また恥ずかしいので他人にも
見せるわけにもいかず、人知れず悩
んでいる患者さんが多い。医師の立
場からすると、臨床実地上、非常に
多い病気である一方で、教育を受け
る機会が少なく、よく分からない。
また診察するのが面倒という理由か
ら、肛門診察をついつい遠ざけてし
まいがちである。

専門病院で肛門診療を学ぶ
　私は消化器外科出身である。消化
器外科でも肛門疾患を扱うが、肛門
の専門病院に勤める前は、肛門疾患
について系統的に教わることはほと
んどなく、たまたま遭遇した肛門疾
患に対して、先輩医師が行う診断や
処置を見よう見まねで行うというも
のであった。今から思うと診断から
してかなりいい加減であったものだ
と反省しているが、その当時は周り
に肛門疾患に精通している医師はお
らず、実臨床に役立つ教科書もあま
り見ることはなかった気がする。
　医師５年目に大学病院で専門研修
を行っていた時、たまたま現在の勤
務先である所沢肛門病院で研修する
機会を得た。まず驚いたのは患者さ
んの多さと診察の迅速さであった。
診察室に次から次へと入ってくる患
者さんをテキパキと診察し、症状に
応じて処方したり、入院手術を決め

たり、小手術を行ったりすることも
あった。陪席していると、痔核や裂
肛はこのように触れるんだ、痔瘻は
このように診断するんだと、患者さ
んを診察させていただきながら学ん
だことを今でも思い出す。手術件数
が多く、44床の病院なのに毎日６、
７件の肛門手術を行っていた。肛門
の手術手技は疾患ごとにほぼ定型化
されていたが、同じ疾患でも肛門の
状態はまったくと言ってよいほど同
じ症例はなく、症例ごとに工夫がな
されていた。もともと手術が好きで
外科医になったのであるが、所沢肛
門病院のように毎日手術ができれば
本望だと思い就職させていただい
た。

肛門診療に役立つ書籍の執筆
　肛門専門病院に就職し20年余りが
経ち、その間に肛門疾患に対する研
究、特に後方複雑痔瘻に関する新知
見を発表したり、手術も多くの施設
に影響を与えるような手技を発表し
たりしてきた。このように肛門科を
中から眺めるようになってみて、実
践に役立つ教科書的なものがないこ
とに気づかされた。
　そこで2014年に「肛門疾患―解剖
から手術まで－（南山堂）」という
肛門専門医に読んでいただきたい書
籍を、2019年に「かかりつけ医もこ
こまで診よう！肛門部外来診療マニ
ュアル（南江堂）」という臨床家で
あれば誰にでも手に取っていただき
たい肛門診療の基本になる書籍を執
筆した（図１）。
　今回、兵庫県保険医協会でお話し
させていただく機会を得たが、その
内容は「かかりつけ医もここまで診
よう！肛門部外来診療マニュアル」
に基づくものである。講演の内容は

痔核、裂肛、痔瘻の３大肛門疾患に
加え、皮膚疾患、炎症性腸疾患、骨
盤底筋群脆弱による疾患など、日常
診療で比較的多く見かける疾患や見
落としてはならない疾患の診断と治
療について述べさせていただいた。
　今回の講演は、医師はもちろん医
療従事者であれば誰でも理解できる
内容であったと思っている。本講演
がきっかけとなり本書を手に取って
いただければありがたいが、本書は
疾患のアトラス的なものであり、パ
ラパラ見ていればおのずと頭に入る
内容である。本書の知識を身に付け
ていただければ、肛門部については
自信をもって話ができるようになる
と自負している。

肛門以外の疾患の発見契機にも
　はじめに述べたが、肛門疾患は有
病率が高いので患者さんのニーズが
多く、患者さんはできればかかりつ
け医に診てもらいたいと考えてい
る。加えて、肛門の診察は高額な医
療器材などは必要なく、知識があれ
ば比較的簡単なものである。肛門疾
患の種類は決して多くなく、診断も
難しいものではない。また肛門以外
の疾患の発見契機となる。すなわち
大腸癌はもとより、その他の大腸疾
患、例えば潰瘍性大腸炎・クローン
病の早期発見にもつながる。患者さ
んが「痔」といっても「痔」でない
ことも多いのである。
　当院の検討では、肛門疾患を持つ
患者さんは、持たない患者さんに比
べて、大腸癌発見時の進行度が有意
に高かった。これは肛門疾患を持つ
患者さんは出血しても痔の出血だと
考えて放置してしまっている、ある
いは患者さんに痔の出血だといわれ
ると医師も安心してしまい、痔疾軟

膏などの投与で済まし、検査が遅れ
てしまうなどという状況が影響して
いる可能性もある。

億劫がらずに肛門診察を
　肛門の診察は大切だと分かってい
ても、肛門診察を行う医師が少ない
のが現状である。講演でも述べさせ
ていただいたが、専門医でなければ
肛門を診察したからといって治療ま
で行う必要はなく、専門医に紹介す
るのか保存的に診ることができるの
か判断できれば十分である。
　指一本を肛門から入れることによ
って、直腸癌を発見するということ
もある。この指一本が患者さんの命
を救うことにつながるわけである。
すべての臨床医にお願いしたいこと
は、肛門疾患をほんの少し頭に入れ
ていただき、億劫がらずに肛門診察
をしていただきたいということであ
る。
（３月13日、診療内容向上研究会より）

図１　栗原浩幸：かかりつけ医もこ
こまで診よう！肛門部外来診療マニ
ュアル、南江堂、東京、2019　　　

好評受付中


